























































センター長                 古城 紀雄 (工学博士)
留学生交流指導部門
ア ドバイス担当   教授   ・    古城 紀雄 (工学博士)
助教授       有川 友子 (Ph.D)
短期留学担当    教授        北浜 榮子 (理学博士)
助教授       近藤 佐知彦 (Ph.D)
日本語教育部門     教授・副センター長 三牧 陽子 (文学修士)
教授        西日 光一 (教育学修士)
村岡 貴子 (文学修士)














生活相談員    福本 恵子
松岡 由起
カウンセラー   三木 善彦
事務補佐員    富野 香宝里
坂東 恭子
非常勤講師    岡崎 洋三、東保 登紀代、林 洋子、米田 由喜代、山崎 深雪、
埋橋 淑子、内藤 裕美、福良 直子、スミス 朋子、ソーヤー リえこ、
安田 正枝、嶋津 百代、丸山 樹里、藤澤 好恵
































覧できるようにしている。巻末に、時間割 (資料 1)、受講登録者数一覧 (資料 2)、及び授業アンケー ト
(資料4)を資料として掲載した。
○ 開講コマ数 :春学期89コマ、秋学期88コマ、計 177コマ。(日本語研修コース専用コマ計58コマを含む)







































第24期・ 第25期日本語研修コー スAクラス時間割 (平成18年度)



































































第24期・ 第25期日本語研修コー スBクラス時間割 (平成18年度)












































































第24期・ 第25期日本語研修コー スCクラス時間割 (平成18年度)












早 門 家 .●
」C300/400
専門 日本語ブレゼン


















早門 目不譜 フレセ ン



































村岡貴子 (全体 Bクラス)、 大谷晋也 (Aクラス)、 西村謙一 (Cクラス)
○ 学生数と身分別内訳
クラス別人





































エジブト 1 C 1
オース トラリア 1 C 1
キルギス 1 C 1
グアテマラ 1 C |
ケニア 0 1 1
コロンビア 1 C 1
コンゴ 1 C 1
ジンバブエ 1 C 1









トンガ 0 1 1
パナマ 1 C 1



















ホンジュラス 1 1 2



















配置 (進学)先 春J 秋学 計
人間科学研究科 2 1
法学研究科 0 1 1
経済学研究科 3 1
医学系研究科 3 2
歯学研究科 0 1 1










国 際 公 共 IEt箸研 空 科 2 2
情報科学研究科 1 1
微生物病研究所 0 1 1
大阪教育大学 0



























「専門読解 JR」15コマ、「専門日本語文法 。読解 JG」7コマ、「専門作文 JW」10コマ、「専門会話 JC」







・ 春学期 :4月5日、6日、 10日、追カロ4月20日
・ 秋学期 :9月28日、10月4日、10日、迫加 10月18日
(2)プレースメントテス ト結果発表
。春学期 :4月12日    ・ 秋学期 :10月12日
(3)授業開始 :発表されたレベルの科目群の中から選択して授業に出席する。
・ 春学期 :4月13日    ・ 秋学期 :10月13日
(4)履修登録    。春学期 :4月24～26日  ・ 秋学期 :10月20～24日
(5)履修許可者の発表
クラスサイズおよび科目毎に設定された身分別優先順位を勘案 して履修許可者を科目毎に発表した。
・ 春学期 :4月28日    ・ 秋学期 :10月26日
―-111-
3.共通教育





















一異文化理解へのアプロー チ1- 有川 友子 全学部
多文化コミュニケー ションセミナー C
―サイエンス・コミュニケー ションー 北浜 榮子 全学部
多文化コミュニケー ションセミナー D








日本語 I‐3/Ⅱ‐3 北浜 榮子
日本語 I‐7/Ⅱ‐7
聾 藝 華 萎 妻 %
日本語 I‐4/Ⅱ‐4 大谷 晋也 全学部
日本語 I‐5/Ⅱ‐5 義永未央子 全学部
日本語 I-6/Ⅱ‐6 北浜 榮子 全学部
日本語 I・8/Ⅱ‐8 難波 康治 全学部
多文化コミュニケー ションI‐1/Ⅱ‐1 義永未央子 全学部
多文化コミュニケー ションI・2/Ⅱ‐2 有川 友子 全学部
多文化コミュニケー ションI‐3ノⅡ・3 北浜 榮子 全学部
多文化コミュニケー ションI‐4ノⅡ・4 難波 康治 全学部
多文化コミュニケー ションI‐5ノⅡ・5 義永未央子 全学部
多文化コミュニケー ションI‐6ノⅡ‐6 有川 友子 全学部
―-112-
○ 共通教育賞受賞












































































′ 夕 事 内 容
4月 国際交流科目春学期担当教員向けオリエンテーションC4/■2)、春学期学生オリエンテーションC4/12、
国際交流科目春学期開始n4/■9、 国際交流科目履修手続き期間
5月 大阪市環境事業局舞洲工場のフィール ドトリップ(5/24、Technicttt Japanese、 日本人学/Lも参功D









国際交流科 目秋学期 開始 (■0/2)、
本語オ リエ ンテーシ ョン(■00、
研修 ■泊旅行(1024-25)
第 ■■期開講式 (■0/10、自主研究指導教員 と学生の面談 (■0/3つ、日
M,COuntry&My Univ∝sity発表会(10/10、吉備少年 自然の家
11月
■2リロ 冬休 み (■2/26-10
■月 冬休み終了(10
2月 国際交流科 目秋学期終了00
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留 ″ 讐 物 紡







|オー ス トラリア  :基礎工学部
:ドィッ     :工学部


















:ポー ランド    :工学部






































??? :オー ボアカデ ミー 大学
ベトナム    :工学部
フィンランド 工学部
女 : U3  'デルフトエ科大学 オランダ


















iHにranc and Lall■lage 文学部 耕 障  毅
近代日本経済学 Ъc ModcnlJapanese Economy経済学部 佐々木 勝 助毅
身のまわりの化学 Chelnistly and Htunall Lifc理学部 オ1田 道ЙL 毅
我が国の保健医療制度の概要 Introduction to Hcalll Servicc alld McdicalCare ill Japan 医学部 的場 梁次 教授




‐Nattrc&Hlllllall Acuvity and susttabb
Dcvclopmcnt‐
工学部 山中 俊夫 助鞭
異文化理解へのアプロー チ AppOachcs to Ulldcrstalldhg mlttlrcs留牲 センター 有り|1 友子 助教授




Techical ConlnШ■∽lon for Undcrstallding
Scicniic and Tccllllolo」d lsSucs Tcchdd
JapancseA:Palt II‐




Tcchniml Comttion for Undcrstanding
Social alld Culmallssucs
‐TcchMlJapancsc B:Ptt II
留学生センター 西村 謙一 助教授
日本語JA200 Japallcsc JA200 留牲 センター スミス朋子非常勤講師
日本語JA300 Japancse JA300 留学生センター 嶋津 百代 非常勤講師
日本語 JA400 JA400 留学生センター 西口 光一 教授




??膚 物 髯 ゴ:     ク ″ 大
U2  1ウェズリアン大学
学 ・ g″  |力以ず″蒻鵬隅
アメリカ合衆国 :文学部
2 女 U3  :ブリティッシュ・コロンビア大学 カナダ     1人間科学部
3 男 U3 ウッジエ科大学 ポーランド   :工学部
4 女 U4 テキサスA融〔大学 アメリカ合衆国 :人間科学部
5 女 Ml 武漢大学 中国 理学部
女 U4 全南大学校 大韓民国 経済学部
7 男 U4  :ストラ ブール大学連合 (マルク・ブロック大→ フランス 文学部
男 U4  iグル ノーブル大学連合 ((INIP―Grenoblc) フランス 麟 幣 F
男 Ml  :パドア大学 イタリア 工学部
男 U4  :がジャマダ大学 インドネシア 工学部
男 U3  1ブダペストエ科 。経済大学 ハンガリー 工学部
女 U3  :南京大学 中国 文学部
男 U4 オーボアカデミー 大学 フィンランド 基礎工学部
女 U3 ノンラム大学 ベ トナム 工学部
女 U4 嶺南大学校法科大学 大韓民国 帥
男 U3 釜山大学校 大韓民国 経済学部
男 U3 オーボアカデミー 大学 フィンランド゛ 法学部
8 男 U3 西安交通大学 中国 工学部
男 U2 マックマスター大学 カナダ 文学部
男 U3 マックマスター大学 カナダ 文学部
男 U2 ワシントン大学 アメリカ合衆国 人間科学部
22 女 U3 ストラスブール大学連合 (マルク・ブロック大勃 フランス 文学部
23 女 U2 スウェーデン王立工科大学 (圏Ⅲ) スウェー デン 工学部
24 男 U3 オーボアカデミー 大学 フィンランド゛ 文学部
男 U4  :グロー ニングン大学 オランダ 齢 榔
男 U3 ワシントン大学 アメリカ合衆国 :文学部
男 U4 ヴェクショー 大学 スウェー デン 人間科学部
女 U3 チュラロンコン大学 タイ 人間科鄭
女 U4  :ミュンヘン・ルー トヴィッヒ。マクシミリアン大学 ドイツ 経済学部
女 U3 :西安交通大学 中国      :工学部
女 U3  :南京大学 中国 文学部
32* 女 U2  1モンゴル国立大学 モンゴル 文学部
女 U3  1慶尚大学校 大韓民国 基礎工学部
34* 男 U2  1慶尚大学校 大韓民国 蹄 郵
女 U4  :極東国立総合大学 ロシア 言語文化研
男 Ml  :デルフトエ科大学 オランダ 蜘
37**男 U2  :香港科学技術大学 基礎工学部






























HistoゥちMalmers and Customs,am hterchangc
‐Ada and」apan―
Japanese Lega1/PoliucJ ttstem and Culttre
lntrodu“on to Managctncnt
CmentTo,cs h MOdem Phydcs
htroducion to Pharmaceuical Sciences
htroducion to hおmmi n Systcms
Engine9Ⅲg
Japancse Lttrane,MOdem and Contempomリ
Mcdia and Conlmulll∽ions h Japan
Cmcnt Scicminc and Enghettng Topics
―TechntJ Japanese A:Part I‐
Cment Social and Cultural Topics




片山 剛  教授
瀬戸山晃一 講師
関口 倫紀 助教授
細谷 裕  教授
宇野 公之 教授
1尾上 孝雄 教授  |
1掛下 知行 教授  :|               |
1村上 スミズ:テシドi
lリュー 助教授   :
|   ‐ ‐~~‐  ~  ~~ ‐―― ―-1
1m彦 助教授  :
1北浜 榮子 教授  :
1西村 謙一 助教授 :
|スミス朋子非常勤講師 :
1鳴■百岱 オ賞勲蓄師 :
1西口 光一 教授  :




























































































































































































出 身 国 現 所 属 大 学 専 門 分 野 専門研修担当教員の部局
大 韓 民 国 仁 済 大 学 校 社会言語学 文 学
?
?
中 国 四 川 外 国 語 学 院 社会言語 学 文 学 部
スウェーデン ル ン ド 大 学 日 本 語 学 文 学
?
?
スウェーデン ル ン ド 大 学 経 営 学 経 済 学 部





















科  目  名 授業コー ド 曜日時間 授業担当教員所属部局




















科 目 名 授業コー ド 曜日時間 授業担当教員所属部局
現代社会を読み解く 135475 水 Ⅱ 人間科学部
現代の差別を考える 135515 水Ⅲ 文学部
現代の差別を考える 135839 金 1 人間科学部
世界は今
―サンフランシスコから
135861 金 I 大学教育実践センター
総合日本語 131317 火V 留学生センター




















































4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
メール 面談 メ ―¨ル 面談 メール 面談 メ ―¨ル 面談 メール 面談 メ ―¨ル 面談 メール 面談
1998 0 0 2 0 1 0 0 2
1999 4 5 0 14
2000 30 34 3 1 6
0 20 10 1 0 24 3
2002 1 1 42 1 1 50 2
1 1 30 24 4 5
2004
?
? 4 2 34 0 1














11月| 12月 1月 2月 3月
?〈?
? 「合 計
メール 面談 メール 面談 メ ―¨ル 面談 メーール 面談 メール 面談 メ‐―ル 面談
1 2 1 0 0 12
4 1 2
20 2 1 7
0 0 0 6 0
1 7 0 0 0 0 1 0
1 6 0 0 0 4 0 209
2 2 14 1 7 1 384 34 418





































テキサス鳳M大学 2 1 4
ナザレスカレッジ ロー チェスター 校 1 1 2 1
ワシントン大学 2 7
マギル大学 5 1 1 2
マックマスター 大学 2 1
ブリシ ッシュ・コロンビア蝉 3 2 1 1 1




ミュンヘンルー トヴィヒ・マクシミリアン大学 2 2
アー ヘンエ科大学 5




プログラム 8) 2 1
ストラスプー ル大学連合 3 l



















ている。 このほか、大阪大学留学生会 (OUISA:Osaka University lnternational


































項目 ＼ 月 4月 5月 6月 フ月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
交流 48
日本語 20
奨学金 6 0 4 4 3 1 42
保証人 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 3
住居保証人 1 0 4 1 0 0 1 1 5 4
医療 1 6 4 4
入管関係 4 1 7 7 4 8
家族について 2 0 4 1 2 2
柵 7 0 3 4 3 4 42
住居 6 0 7 92
各種情報提供 267 48 279 240 144 108 1996
生活用品 2 10
学習・研究 7 6 4 4
事故・トラブル 4 4 6 0 0 4 2 3 0
引越 2 1 3 1 1 1 1 2 3 3
アルバイト 8 7 7 5 3 10 8 9 3
ホストファミリー 7 0 40 20 2 5 0
ホー ムステイ 2 6 2 1 1 1 1 2 0
海外留学相談 7 10 1 3 4
問合わせ(学外) 55
その他 0 4 0 0 0 0 0 0 17
計 547 332 390 268 5087
相談対応件数推移
年度 H8 H9 H10 Hll H12H13 H14 H15 H16 H17 H18
件数 2877 346141254246516352805366540551245087
留学生交流情報室「lR!S」の利用延べ状況
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
留学生 1776165416751409688 16101599 999 80916247
日本人学生 70 110 40 52
その他・一般 70 80 923




年度 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18
件数 909205326073056284322941352
*ここでいう財目談対応」は項目に関する相談受付及びその対応回数の延べ(電話・メー ルも含め)を示す。
項目 ＼ 月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
交流 0 0 4 4 124
日本語 8 10 0 9 1 0 2 5 108
奨学金 11 0 2 1 1 6
保証人 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
住居保証人 1 1 1 2 1 1 1 7 1
医療 5 0 0 0 0 1
入管関係 1 0 1 0 1 4 3
家族について 0 0 0 0 0 1 0 1 4
調 0 0 0 0 1 0 1 0 3
住居 9 10 4
各種情報提供 48 70 9 6 5 250
生活用品 0 1 1 0 0 4
学習・研究 1 4 4 1 3 1 6 104
事故・トラブル 4 3 1 0 0 0 0 1
引越 1 0 0 1 0 0 0 0 0
アルバイト 0 2 1 0 0 0 0 0 3
ホストファミリー 0 4 1 6
ホームステイ 2 0 1 0 0 1 0 24
海外留学相談 4 5 4 3
問合わせ(学外) 7 0 1 2 1 0 4
その他 8 0 1 4 6 9
合計 204 28 60 1352
来室者推移
年度 H9 H10 Hll H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18
件数 12762362 5379 100289575832075245183
豊中分室の利用延べ状況
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
留学生 483 474 94 105 290 100 3024
日本人学生 70 1099
教官・学外など 200 94 40 32 72 1060





















































月 日 内容 場所 共催団体、内容他
4 7 新留学生へのオリエンテーション 吹田キヤンパス
4 役員会(1) 吹田キヤンパス
4 19 留学生会総会 吹田キャンパス
4 21 ウエルカムパーティー 吹田キヤンパス 吹田BSP
4 27 役員会(2) 吹田キヤンパス





6 インドネシア地震募金活動 吹田キヤンパス 吹田BSP、インドネシア留学生会
6 8 インドネシア地震募金活動 豊中キャンパス 豊中BSP、インドネシア留学生会
6 9 インドネシア地震募金活動 阪急北千里駅 インドネシア留学生会
6 30インドネシア地震募金活動 」R吹田駅 インドネシア留学生会
7 4 役員会(4) 吹田キヤンパス
OnV in my countryポスター コンテスト
&七夕まつり 吹田キャンパス 吹田BSp
7 25天神祭り船渡御参加 代表1名参加
9 5 役員会(5) 吹田キヤンパス
9 25新留学生へのオリエンテーション 吹田キヤンパス
0 3 役員会(6) 吹田キャンパス
0 新留学生へのオリエンテーション 吹田キャンパス
0 10 役員会(7) 吹田キヤンパス
0 20ウエルカムパーティー 吹田キヤンパス 吹田BSP
0 31 役員会(8) 吹田キヤンパス
1 4 大阪大学留学生会スポーツ大会・懇親会 吹田キヤンパス
1 21 役員会(9) 吹田キヤンパス


































H6 H7 H8 H9 H10HllH12H13H14H15H16H17H18 計
ホストファミリー グループ
アミー ゴ 12 125
茨本市国際親善都市協会 4 11 12 130
(財)とよなか国際交流協会 0 7 20 14 14 215
(財)箕面市国際交流協会 0 10 10 129
池田ホームステイ友の会 0 9 10 15 10 125
(財)吹田市国際交流協会 0 1 14 20 14 9
国際 交 流 の 会 とよな か
(llFA)
0 1 9 25 20
川西市国際交流協会・ 1 14 9
留学生さとおや の会'2 5
OHP/1RIS に直 1妾登録 3 20 4

















月 日 市 戦 /プログラム名 派遣人数 派遣国
大阪市立 中大江小学校 1 ドイツ





大阪府立 刀根山養護学校 1 イラン
大阪府立 北淀高等学校 韓国・ブラジル・中国・スウェー デン
1 豊中市立 第十七中学校 韓国
1 茨木市立 穂積小学校 スリランカ・シンガポール・ケニア・中国
1 伊丹市立 昆陽里小学校 フィリピン・ケニア










1 茨木市立 郡小学校 中国・ハンガリー ・マレー シア
7 吹田市立 藤白台小学校 台湾・インドネシア・韓国
茨木市立 東小学校
ミヤンマ ・ーパナマ・中国・ベルギ ・ーペル ・ーインドネシア・
韓国・フィリピン・オランダ
伊丹市立 昆陽里小学校 インドネシア・スリランカ・マレー シア
1 11 豊中市立 西丘小学校 1 スリランカ
1 摂津市立 第二中学校 中国
・スリランカ・インドネシア・モンゴル・オランダ・韓国・
ブラジル・マレー シア
1 茨木市立 玉櫛小学校 インドネシア・中国・ミヤンマ ・ーロシア
1 大阪府立 茨木高等学校 ベトナム・インドネシア・スリランカ
1 摂津市立 千里丘小学校 スリランカ・ロシア・マレー シア・ブラジル・トルコ・ベトナム
1 豊中市立 熊野田小学校 中国・スリランカ
摂津市立 味舌小学校 5 中国・台湾・ロシア・タイ
豊中市立 東豊台小学校 中国・インドネシア・モンゴル・マレー シア
大阪府立 茨木西高等学校 スリランカ・マレー シア・中国・ロシア・インドネシア
豊中市立 野畑小学校 中国・ベトナム・インドネシア






















。 2006年7月28日 平成 18年度留学生センター連絡交換会
於 : コンベンションセンター 会議室 2




於 : 千里朝日阪急ビル 14階 第2会議室
学内参カロ者 : 26名、 学外からの参加者 : 50名、 合計 : 76名
。 2007年1月22日 第 15回大阪大学・地域団体ボランティア留学生支援連絡協議会
於 : 銀杏会館 3階ホール
学内参加者 : 34名、ボランティア等学外参加者 : 131名、合計 : 165名













NAFSA:Association of lnternational Educatorsに参カロするため
。 2006年5月22日-27日 近藤佐知彦助教授、カナダ 。モントリオールに出張
NAFSAコンフェレンス出席および科研研究 (平成 16・17年度基盤研究09(2)大学国際化の評価
指標策定に関する実証的研究)に関するWS発表のため
・ 2006年月9日-6月16日 有り|1友子助教授、イギリスシェフィール ドヘ出張
International Consortium for Educational Development(ICED)にて共同での口頭発表のため
・ 2006年8月4日-9日 三牧陽子教授、米国ニューヨークに出張




























銘博大学2007国際学術シンポジウム「応用言語教育の理論と実践」 (銘博大学応用 日語学系 。台
湾 日本語教育学会共催)特別講演のため
○ 海外研修






(代表校 :電気通信大学「平成 18年度大学教育の国際化推進プログラム (海外先進教育実践支援)」
の「英語で開講する授業の国際水準化支援事業」に参加)
5.出版物 口印刷物等 (2005年月か ら2006年5月まで)
留学生センター関係の出版物リス ト (平成18年度)
No: 出 版 物 の タ イ ト ル 発行年月
留学生 日本語プログラム履修ガイ ド2007年度
Guide to Japanese Language Progran1 20072007年3月
2 大阪大学留学生センターNEWS LETTER第12号 2006年3月
3 OUSSEP2007‐08 CALENDAR 2007年1月
4 OUSSEP2007‐08 SYLLABUS 2007年1月
5 大阪大学留学生
センター研究論集多文化社会 と留学生交流 第 11号



























Aクラス 8 5 13
Bクラス 8 3 11
秋学期
研究者 配偶者 その他 合計
Aクラス 4 7 0 11














・ 期 間 : 春学期  平成 18年5月10日(水)-8月2日 (水)
秋学期  平成 18年11月1日 (水)一平成 19年2月6日 (水)
・ 曜日と時間:  上記期間中の毎週水曜日 2時40分-4時10分











2007年3リロ 13 日 (火)13:00-17:50
留学生センター主催「大阪大学専門日本語教育研究協議会」
場所 :吹田キャンパスICホール留学生センター2階Room 5&6






























































コメンテーター 留学生センター 西日 光一
《休売虫14:25‐14:40》
14:40‐14:55 留学生の研究活動における使用言語 ―留学生指導教員へのアンケート調査から一

























2.授業担当 (1)共通教育 (2)大学院 (3)留学生日本語プログラム (4)国際交流科目
3.学生指導 (1)博士後期課程 (2)博士前期課程 (3)日本語研修生 (4)短期留学特別プログラム
(5)日韓共同理工系学部留学生予備教育生 (6)日本語・日本文化研修生
4.教育(学外)5.学内運営  6.外部資金  7.研究業績 (1)論文 (2)著書 (3)口頭発表
8.学外運営  9。会議運営  10.講演 会  11.報  道  12.その 他
※ 50音順。7の(1)論文と (3)口頭発表の記載の末尾にある「有」「無」は、査読の有無。







































・  Berthiaume, D. & Arikawa T。(2006), “Addressing cultural dilnensions of international
acadelnic development endeavours,"  Presented at the biennial meeting of the lnternational





































。 科学研究費補助金萌芽研究 課題番号 :17652053 平成17年度～平成19年度 「外国人に対する医
療支援に関するエスノグラフィー調査およびリソース開発」、研究代表者
・ 科学研究費補助金基盤研究(C)課題番号 :16520327 平成16年度～平成18年度 「ニューカマー
の子どもと日本社会との相互適応プログラムの開発研究」(研究代表者 :山田 泉)、 研究分担者
7.研究業績
(1)論文
。 「「医療通訳」の現状と課題 ――医療サポー ト団体の調査から一―」、大谷晋也・埋橋淑子 。内藤
(都築)裕美・楠木理香、応募、『大阪大学留学生センター研究論集 多文化社会と留学生交流』第10
号、大阪大学留学生センター、2006年3月、研究ノー ト、無








。 国 。地方公共団体、大阪市不就学外国人児童生徒支援事業委員会 (座長)、 大阪市教育委員会、
2005年17月
。 その他、日本文学データベース研究会 (代表世話人)、 1996年12月













Current Scientific and Engineering Topics――Technical」apanese A: Part I―
(最近の科学・技術の話題―科学技術 日本語 I―)

















































活動法人科学と市民社会のコミュニケーション (共催 :宝塚市)、 2006年月18日、宝塚市西公民館
で講演
・ 宝塚市民カレッジ2006「身のまわりの科学入門コース」、「暮らし。社会と科学の関係」」、特定非












・ 印刷物編集、『OUSSEP2007‐8 Calendar』、北浜榮子 。近藤佐知彦、大阪大学国際交流委員会、
2006年■1月






































































































































。 立命館大学言語情報教育研究科 日本語教育学Ⅶ  (集中講義)




















・ 『 日本語おしゃべりのたね』、西日光一監修・沢田幸子他著、スリー エーネットワーク、2006年7
月、教科書、単著
8.学外運営




















。 日本語 。日本文化研修プログラム及びOUSSEPAJLsのコーディネーション担当 (2006年10月より)




















Technical Conllnunication for Understanding Social and Cultural lssues‐Technical Japanese B:
Part Ⅱ (社会 。文化の話題を理解するためのテクニカル・コミュニケーションー社会科学日本語Ⅱ)
○ 秋学期

















。  “People's ParticipatiOn in the Local Governance in the Philippines'', Kenichi Nishilnura,The







。 日本学術振興会 特別研究員等審査会専門委員および国際事業委員会書面審査員  (2006年8月1
日～)
12.その他



























。 A New Cross Rolling fOr Spreading of Thin Strips and its Application for Texture Control of
Alunlinum,∠ご″η
“
Jl贄〕cЙttοfο″ 〆Pfasftidtt PrOCeedingd of The 8th lnternational Conference
on Technology of Plasticlty Verona,Italy,(発刊2006)国際会議論文、有
・ 兼子 毅,宇都官裕,左海哲夫,齋藤好弘,古城紀雄,「従動クロス圧延法による純アルミニウム
の変形特性」塑性とカロエ,(2006‐10)、vol.47 no.549 pp.937‐942学術論文 有
(2)著書












。 学会 日本伸銅協会 「銅及び銅合金技術研究会」理事
。 国 文部科学省国費留学生の選考にかかる調査協力者会議委員、同日韓共同理工系学部留学生事業
部会部会長























































号、 2007年、  無
(3)口頭発表
















































































































学習支援』愛知教育大学 。現代的教育ニーズ取組支援プログラム (現代GP)報告書 2006年10月
。 「沖縄『アメラジアンスクール』調査」『外国人児童生徒のための教材開発と学習支援』愛知教育



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? 2 2 1 0 0
法学部・法学研究科
?
? 4 0 2 2 2 0 0
経済学部・経済学研究科
?
? 0 0 0 1 0 0
理学部・理学研究科
?













? 0 0 0 0 0
薬学部・薬学研究科 2 2
?






















1 1 0 1 1 1 0
情報科学研究科 2
?





? 0 1 0 0 0
産業科学研究所 2 0 0 0 2 0 0 0
核物理学研究センター 1 0 0 0 1 0 0 0
サイバーメディアセンター
?

































































































































? 4 0 0 0
歯学部 J歯学研究科 1 0 1 0 0 0 0 0
薬学部・薬学研究科
?
? 0 2 0 1 0 0 0
工学部 口工学研究科 30
?




基礎工学部・基礎工学研究科 1 4 1
?
? 0 0 0
言語文化研究科 1
?
? 0 2 0 0 1 0
国際公共政策研究科 4 1 0 0 4 0 0 1
情報科学研究科 0 2 0 3 0 0 0
生命機能研究科 4 0
?
? 0 1 0 0 0
微生物病研究所 0 1 0 0 0 1 0 0
産業科学研究所
?
? 0 0 0
?
? 0 0 0
社会経済研究所 1 1 0 0 1 1 0 0






































(未習)       100 ?? 8 21 ??





























時限 時 間 月 火 水 木 金























































































ll:西村 謙一 助教授 有川 友子 助教授 桑畑 進 教授
科:理学部 B208




































時限 時間 月 火 水 木 金








































































鯛谷 裕 教授 け
上 スミス・アンドリュー
功教授 近藤 佐知彦 助教授









































卦下 知行 教授 片山 岡1教授 頼戸山 晃― 講師 里上 孝雄 教授
工学部材料系
















































全くそう思わない そう思わない ピちらともいえなし  そう思う   強くそう思う
1       2       3       4       5i盤
(3〕 あなたはこの授業の準備のために、毎日どのくらい時間をかけましたか。
全くしない    -30分    -60分    -90分    90分以上
1       2       3       4      5
(4)あなたはこの授業の復冒に、毎回どのくらい時間をかけましたか.
全くしない     -30分     -60分     -90分     90カ



















―度もしなかった    1回     2-3回    4-5回    6口以上
1        2       3       4       5
(6)あなたは、この授業を受講して、日本薔が上達したと思いますか。
ぜんぜん    ほとんど    すこしだけ    かなり     とても
上通しなかった 上適しなかった   上違した    上通した    上通した

















































































































































































































































































































Students'Evaluation ofthe Japanese Language C口ass
31
°


















万刀画面爾誦西刃邑        埜
(OF この授業を菫講τマ
ー
う。                 4.6
◆ 身分 (2006年秋学期受講許可者数より)                のべ人数
(1)正規大学院生                           ‐ 76




{4}研究生 〔日本語 。日本文化 研修コース)
(5)短期留学生 (OuSSEP)

















(3)颯 EIDの罰 明 ほ わ か りや 丁 か つた 。~Й
丁¬関雨ほ質問にてしヽねしヽF薔
…
クテイビデ            ーーー
(6)クイズや課題・テストなどは適切だつた 。
〔2)あなたはこの授業を意欲的に受講したと思いますか。
そう思わない そう思わない どちらともいえなし  そう思う   強くそう思う
12345
(3)あなたはこの授業の準備のために、毎回どのくらい時間をかけましたか。
全くしない    -30分     -60分     -90分     90分|
1        2        3        4        5
(4)あなたはこの授業の復習に、毎回どのくらい時間をかけましたか。
くしない    -30分     -60分     -90分
12345
(5)あなたは、この授業中(90分)にいつもどのくらい自分から質問や発言をしましたか。
―鷹 も つた    1回     2-3回    4-5回
12345
(6)あなたは、この授業を受話して、日本語が上達したと思いますか.
ぜんぜん    ほとんど    すこしだけ    かなり     とても
上通しなかった 上連しなかった   上運した    上運した    上運した
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